
 

 

 １学期も残りわずかになりました。時間のある夏休みにゆっくりと読書を楽しみませんか。今年は７冊貸出し

ます。色々なジャンルの本に挑戦してみてください。 

 

 

 

 

 

常盤中図書館通信      
                    令和５年７月号 常盤中学校図書館発行              

 

 

 
夏休みの特別貸出 

貸出日：7 月６日（木）～７月１９日（水） 

返却日：8 月３０日（水）・３１日（木）  

貸出冊数：７冊まで    ※期間内なら何度でも交換ＯＫ！ 

 

★７月２０日（木）から８月２９日（火）まで休館です。 

 

 

 

 

 

 

 

本の返却が遅れている人に、督促状を出しています。督促状を受け取った人は速やかに返

却してください。延滞資料がある人は夏休みの貸出はできません。注意してください。 

 

新着図書紹介 

小説 

「それを世界と言うんだね」（綾崎隼 著） 

記憶を失ったまま、物語に登場するキャラクター達が暮らす“物語管理局”で目覚めた少女。自分の正体

を突き止めるため、「王子」とともに物語の世界へと飛び込むが…。同名の人気楽曲を小説化。 

「ストロベリームーン」（芥川なお 著） 

高校の入学式に出会って 3 時間で学校一の美少女・萌と付き合うことになった日向。好きな人と一緒に見

ると永遠に結ばれる神話がある赤い満月を見に行き幸せな時間を過ごすが、日向は萌に残された時間が少

ないことを知り…。 

「やさしさを忘れぬうちに」（川口俊和 著） 

娘に結婚を許してやれなかった父、バレンタインチョコを渡せなかった女、名前のない子供を抱いた妻…。

未来に向かって歩みだすために、過去に戻る 4 人の勇気の物語。「コーヒーが冷めないうちに」シリーズ。 

「つる子さんからの奨学金」（まはら三桃 著） 

曾祖母つる子が、ひ孫のわかばと樹に奨学金をだすという。条件は、今の実力よりひとつ上の学校をめざ

すことだった。部活との両立、心配する親からのプレッシャーに悩みながらも、わかばは挑戦するおもし

ろさを感じていき…。 

「怪盗クイーン NY でお仕事を」（はやみねかおる 著） 

怪盗クイーン、ニューヨークに参上! その一報を聞いた国際刑事警察機構は、探偵卿・ナバイアを立てて、

世界中の悪党たちを一網打尽にする計画に乗りだす。「世界征服券」を求め、各国の犯罪組織がニューヨー

クに集結し…。 

 

 

 
新着図書は 7 月６日（木）より貸出

開始します！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会科学・自然科学（３類・４類の本） 

みなさんからのリクエスト・シリーズ続き 

「薬屋のひとりごと１～５」（日向夏 著）    「僕のヒーローアカデミア雄英白書１～６」（堀越耕平 原作） 

「ようこそ実力至上主義の教室へ１～５」（衣笠彰梧 著）「転生したらスライムだった件１３.5～１５」（伏瀬 著） 

「無職転生４～６」（理不尽な孫の手 著）   「本好きの下剋上第５部１１ 女神の化身１１」（香月美夜 著） 

 

 
《図書館閉室のお知らせ》 

９月１１日（月）～９月２２日（金）の間、蔵書点検のため図書館を閉室します。 

貸出・返却の他、本の閲覧・自習のための入室もできませんので、注意してください。 

 

そのため９月４日（月）～９月８日（金）に特別貸出を行います。 

一人７冊まで３週間借りられます。蔵書点検期間中に返却したい人は返却ボックスに入れてく

ださい。 

 

 

 

「ウクライナから来た少女ズラータ、１６歳の日記」（ズラータ・イヴァシコワ文・絵） 

昨日までマンガと小説が大好きな普通の女子高生だったズラータは、母が必死で工面してくれた

16 万円をもって戦火が広がる故郷ウクライナからあこがれの日本を目指し…。日本避難に運命を

かけた 140 日間の少女の日記。（2022 年埼玉県の高校図書館司書が選んだイチオシ本７位） 

「世の中は奇跡であふれている」（鳥越規央 著） 

女性アイドルと付き合える確率、隕石がぶつかって死ぬ確率など、さまざまな事象の確率(統計)と、

それにまつわるこぼれ話、確率の読み取り方を紹介。 

 

「３１ｃｍ ヘアドネーションの今を伝え、未来につなぐ」 

（Japan Hair Donation & Charity 監修） 

寄附された髪の毛から作ったウィッグを、何らかの事情で髪に悩みを持つ子どもたちに無償で

提供する活動「ヘアドネーション」。ヘアドネーションに関わる 16名のインタビューを個性豊

かなビジュアルとともに紹介する。 

「くうき」が僕らを吞みこむ前に（山田健太 著） 

みんなで何かを決めるとき、空気を読んで黙っていると、多数決で「誰も望んでいなかった」こ

とを選んでしまうかもしれない。大事なときには黙っているのをやめて、自分の頭で考え、自分

たちの未来を、自分たちで決めよう。多くのイラストとともに、「自由」と「民主主義」につい

て説明する。 

「１３歳から考える住まいの権利」（葛西リサ 著） 

お金がなければ、住まいがなくても仕方ない? 住宅に困る人がいるのに、どうして空き家があ

るの? 空き家活用、居住支援、シェアハウス、団地再生…。SDGs とも深く関わる住宅問題の

今とこれからをわかりやすく解説する。 

 

 

 

司書のオススメ 

＜他にも・・・＞ 

「怪物」（是枝裕和監督映画ノベライズ） 

「服部半蔵」（小前亮著）「戦物語」（西尾維新著） 

「ナゾロリ」（原ゆたか著） などあります！ 

 

 

 


